
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スイッチ収容室（１１）とスイッチ収容室（１１）の内頂面で外部に連通する挿通孔（
１５）とが形成された絶縁ハウジング（９）と、
　 に形成され、挿通孔（１５）の下方でスイッチ収容
室（１１）内に起立するように絶縁ハウジング（９）に支持されたコモン端子（４０）と
、
　

　コモン端子（４０）内に 収容され、筒状の内側面に摺動接触して上下動
自在に案内される導電キャップ（５２）と、導電キャップ（５２）の上面に一体に突設さ
れ、挿通孔（１５）に挿通する受圧突起（５１）とを有するスイッチ端子（５０）と、
　コモン端子（４０）内に収容され、スイッチ端子（５０）を上方に付勢する弾性部材（
５５）と、
　細長の導電性板バネ片で形成され、コモン端子（４０）と絶縁するように、基端側が絶
縁ハウジング（９）に片持ち支持され、

ブレーク接点（３３ａ）が導電キャップ（５２）の移動経路に
臨むノーマルクローズ端子（３０）とを備え、
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切り欠き（４１ａ）を有する円筒状

円筒状のコモン端子（４０）を囲う絶縁ハウジング（９）の周囲に取り付けられる筒状
アース金具（６０）と、

傾斜した状態で

コモン端子（４０）の切り欠き（４１ａ）を挿通
する可動部（３３）先端の

同軸コネクタ（７０）を接続した際に、筒状アース金具（６０）が同軸コネクタ（７０
）の外部端子（７１）周囲に配置された外部導体（７２）に接続し、コモン端子（４０）



　導電キャップ（５２）の側面にブレーク接点（３３ａ）が弾性接触し、ノーマルクロー
ズ端子（３０）と電気接続するコモン端子（４０）は、
　 が接続されると、受圧突起（５１）が の外
部端子（７１）により押し下げられるとともに、導電キャップ（５２）が下方に後退して
ブレーク接点（３３ａ）との接触が断たれ、ノーマルクローズ端子（３０）から外部端子
（７１）へ電気接続が切り換えられることを特徴とするスイッチ付きコネクタ。
【請求項２】
　

　絶縁ハウジング（９）の周囲に、
外部導体（７２）と接続する筒状アース金具（６０）が取り付けられ、

　コモン端子（４０）と筒状アース金具（６０）の間に、筒状の空気室（１２）が形成さ
れていることを特徴とする 。
【請求項３】
　片持ち支持されたノーマルクローズ端子（３０）の可動部（ ）を、空気室（１２）
内で撓ませることを特徴とする請求項２記載のスイッチ付きコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、同軸ケーブルなどの端末に接続された相手側コネクタを接続することによっ
て、コモン端子の接続がノーマルクローズ端子から相手側コネクタの外部端子へ切り換え
られるスイッチ付きコネクタの構造に関する。
【０００２】
【従来の技術】
スイッチ付きコネクタは、例えば、ＰＨＳ、携帯電話機等において、常時は、内蔵のアン
テナに接続している送受信回路を、オプションの車載用のアンテナ、出荷時の検査装置等
に切り換えるために、これらの回路間に介在させて用いるものである。
【０００３】
この従来のスイッチ付きコネクタ１００を図７、図８で説明すると、１０１は、円筒カバ
ー１０２と基台１０３からなる絶縁ハウジングで、その内部にスイッチ収容室１０４とこ
のスイッチ収容室１０４の内頂面で外部に連通する挿通孔１０７が形成されている。
【０００４】
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がノーマルクローズ端子（３０）から同軸コネクタ（７０）の外部端子（７１）へ電気接
続が切り換えられるスイッチ付きコネクタであって、

同軸コネクタ（７０） 同軸コネクタ（７０）

スイッチ収容室（１１）とスイッチ収容室（１１）の内頂面で外部に連通する挿通孔（
１５）とが形成された絶縁ハウジング（９）と、
　筒状に形成され、挿通孔（１５）の下方でスイッチ収容室（１１）内に起立するように
絶縁ハウジング（９）に支持されたコモン端子（４０）と、
　コモン端子（４０）内に収容され、筒状の内側面に摺動接触して上下動自在に案内され
る導電キャップ（５２）と、導電キャップ（５２）の上面に一体に突設され、挿通孔（１
５）に挿通する受圧突起（５１）とを有するスイッチ端子（５０）と、
　コモン端子（４０）内に収容され、スイッチ端子（５０）を上方に付勢する弾性部材（
５５）と、
　細長の導電性板バネ片で形成され、コモン端子（４０）と絶縁するように、基端側が絶
縁ハウジング（９）に片持ち支持され、自由端側のブレーク接点（３３ａ）が導電キャッ
プ（５２）の移動経路に臨むノーマルクローズ端子（３０）とを備え、
　導電キャップ（５２）の側面にブレーク接点（３３ａ）が弾性接触し、ノーマルクロー
ズ端子（３０）と電気接続するコモン端子（４０）は、同軸コネクタ（７０）が接続され
ると、受圧突起（５１）が同軸コネクタ（７０）の外部端子（７１）により押し下げられ
るとともに、導電キャップ（５２）が下方に後退してブレーク接点（３３ａ）との接触が
断たれ、ノーマルクローズ端子（３０）から外部端子（７１）へ電気接続が切り換えられ
るスイッチ付きコネクタであって、

同軸コネクタ（７０）の外部端子（７１）周囲に配置
された

スイッチ付きコネクタ

３３



この絶縁ハウジング１０１には、スイッチ収容室１０４の内頂面に沿ってブレーク接点１
０５が露出するようにノーマルクローズ端子１０６が圧入によって取り付けられている。
基台１０３のスイッチ収容室１０４の内底面となる位置からは、支持突起１０８が上方に
突設され、この支持突起１０８にコイルスプリング１０９の基部が巻回されている。
【０００５】
コモン端子１１１は、このコイルスプリング１０９とコイルスプリング１０９の上端に冠
着されるコモン接点となる導電キャップ１１０によって構成され、常時は、図７に示すよ
うに、コイルスプリング１０９で導電キャップ１１０をブレーク接点１０５に当接させて
、コモン端子１１１とノーマルクローズ端子１０６を接続させている。コイルスプリング
１０９の端部１０９ａと、ノーマルクローズ端子１０６の脚部１０６ａは、円筒カバー１
０２と基台１０３の間から、絶縁ハウジング１０１の底面に引き出され、それぞれ図示し
ないプリント配線基板の信号パターンに半田接続される。
【０００６】
また、円筒カバー１０２の周囲には、挿通孔１０７と同心円上に筒状アース金具１１２が
固着されている。筒状アース金具１１２も、図示しない脚部によりプリント配線基板のア
ースパターンに電気接続される。
【０００７】
図７に示すこのスイッチ付きコネクタ１００に、図８に示すように、相手側コネクタであ
る同軸コネクタ１２０を接続すると、同軸コネクタ１２０の外部端子１２１が、挿通孔１
０７に挿入され、挿通孔１０７に臨む導電キャップ１１０に当接する。従って、コモン端
子１１１と外部端子１２１が接続する。同時に、同軸コネクタ１２０の外部導体１２２が
筒状アース金具１１２の周囲に嵌合し、電気接続する。
【０００８】
また、導電キャップ１１０は、外部端子１２１により押し下げられ、ブレーク接点１０５
との接触が断たれ、コモン端子１１１とノーマルクローズ端子１０６の電気接続が断たれ
る。
【０００９】
同軸コネクタ１２０を抜き去ると、導電キャップ１１０は、コイルスプリング１０９の弾
性によって再び図７に示す原位置に復帰し、コモン端子１１１とノーマルクローズ端子１
０６が電気接続する。
【００１０】
従って、コモン端子１１１に携帯電話、ＰＨＳの送受信回路を、ノーマルクローズ端子１
０６に内蔵のアンテナを接続し、同軸コネクタ１２０の外部端子１２１にオプションの車
載用アンテナを接続させれば、同軸コネクタ１２０をスイッチ付きコネクタ１００に接続
するだけで、内蔵アンテナとの接続が遮断されるとともに、車載用アンテナへ送受信回路
の接続を切り換えることができる。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、相手側コネクタ１２０を接続しない間は、挿通孔１０７が開口しているの
で、挿通孔１０７からスイッチ収容室１０４へ塵埃が侵入しやすく、しかも、導電キャッ
プ１１０をブレーク接点１０５に突き当て接触で両者を接続しているので、わずかな塵埃
がその間に入り込むだけで、コモン端子１１１とノーマルクローズ端子１０６とが接続不
良となる。
【００１２】
また、ブレーク接点１０５に導電キャップ１１０を突き当て接触させる構造であるため、
導電キャップ１１０、すなわち同軸線路の中心導体の外径が大きくなり、例えば同軸ケー
ブルとマッチングさせる７５Ωの特性インピーダンスＺ０ とするためには、筒状アース金
具１１２の外径も大きくせざるを得ず、この種のコネクタに求められている小型化の要望
を満たすことはできなかった。
【００１３】
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この発明は、以上の問題点を解決するためになされたもので、コモン端子とノーマルクロ
ーズ端子とを確実に電気接続させることができ、しかも小型化することができるスイッチ
付きコネクタを提供することを目的とする。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
　以上の目的を達成するために、請求項１のスイッチ付きコネクタは、スイッチ収容室と
スイッチ収容室の内頂面で外部に連通する挿通孔とが形成された絶縁ハウジングと、

に形成され、挿通孔の下方でスイッチ収容室内に起立するように絶縁
ハウジングに支持されたコモン端子と、

コモン端子内に 収容され、筒状の内
側面に摺動接触して上下動自在に案内される導電キャップと、導電キャップの上面に一体
に突設され、挿通孔に挿通する受圧突起とを有するスイッチ端子と、コモン端子内に収容
され、スイッチ端子を上方に付勢する弾性部材と、細長の導電性板バネ片で形成され、コ
モン端子と絶縁するように、基端側が絶縁ハウジングに片持ち支持され、

ブレーク接点が導電キャップの移動経路に臨むノーマルク
ローズ端子とを備え、

　導電キャップの側面にブレーク接点が弾性接触し、ノーマルクローズ端子と電気接続す
るコモン端子は、 が接続されると、受圧突起が の外部端子によ
り押し下げられるとともに、導電キャップが下方に後退してブレーク接点との接触が断た
れ、ノーマルクローズ端子から外部端子へ電気接続が切り換えられることを特徴とする。
【００１５】
スイッチ端子が外部端子により押し下げられないときには、ノーマルクローズ端子のブレ
ーク接点は、導電キャップの移動経路に臨むので、弾性部材で上方に移動した導電キャッ
プの側面に弾性接触し、スイッチ端子を介してコモン端子とノーマルクローズ端子が電気
的に接続する。このとき、導電キャップの上面に一体に突設された受圧突起は、挿通孔を
貫通するので、挿通孔から塵埃がスイッチ収容室に侵入することがない。
【００１６】
　 が接続されると、外部端子が受圧突起に当接し、コモン端子は外部端子に
電気接続する。この接続の際に、受圧突起は外部端子により押し下げられるので、受圧突
起と一体の導電キャップは、弾性部材の弾性に抗して下降してブレーク接点が突出する位
置から下方に退避し、ブレーク接点との接触が断たれる。従って、コモン端子との接続は
、ノーマルクローズ端子から外部端子に切り換えられる。
【００１７】
　 を抜き去ると、弾性部材の弾性によって、導電キャップは原位置に復帰し
、再びブレーク接点と接触する。
【００１８】
　導電キャップが上下動することによって、ブレーク接点は、導電キャップの側面に摺動
接触し、その間に塵埃が入り込んでも取り除かれる。従って、 が接続されな
い間は、コモン端子がノーマルクローズ端子に確実に電気接続する。
【００１９】
ノーマルクローズ端子をスイッチ端子の側面に弾性接触させる構造なので、スイッチ端子
の外径を大きくする必要がなく、小型化が可能となる。
【００２０】
　また、請求項２のスイッチ付きコネクタは、
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切り
欠きを有する円筒状

円筒状のコモン端子を囲う絶縁ハウジングの周囲
に取り付けられる筒状アース金具と、 傾斜した状態で

コモン端子の切
り欠きを挿通する可動部先端の

同軸コネクタを接続した際に、筒状アース金具が同軸コネクタの外
部端子周囲に配置された外部導体に接続し、コモン端子がノーマルクローズ端子（３０）
から同軸コネクタの外部端子へ電気接続が切り換えられるスイッチ付きコネクタであって
、

同軸コネクタ 同軸コネクタ

同軸コネクタ

同軸コネクタ

同軸コネクタ

スイッチ収容室とスイッチ収容室の内頂面
で外部に連通する挿通孔とが形成された絶縁ハウジングと、筒状に形成され、挿通孔の下
方でスイッチ収容室内に起立するように絶縁ハウジングに支持されたコモン端子と、コモ
ン端子内に収容され、筒状の内側面に摺動接触して上下動自在に案内される導電キャップ



　絶縁ハウジングの周囲に、 外部導体と接続す
る筒状アース金具が取り付けられ、コモン端子と筒状アース金具の間に、筒状の空気室が
形成されていることを特徴とする。
【００２１】
　 が接続されると、外部端子が受圧突起に当接するとともに、外部導体が筒
状アース金具に嵌合接続する。
【００２２】
　筒状のコモン端子の周囲に、絶縁ハウジングの誘電率より 誘電率の空気による空
気室を形成したので、コモン端子の外径に対して筒状アース金具の内径を更に小さくでき
る。
【００２３】
また、請求項３のスイッチ付きコネクタは、片持ち支持されたノーマルクローズ端子の可
動部を、空気室内で撓ませることを特徴とする請求項２記載のスイッチ付きコネクタ。
【００２４】
空気室を利用してノーマルクローズ端子の可動部を撓ませるので、絶縁ハウジング内に別
に可動スペースを設ける必要がなく、絶縁ハウジングが大型化しない。
【００２５】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の一実施形態を図１乃至図６で説明する。
【００２６】
図１乃至図６には、本実施の形態に係るスイッチ付きコネクタ１の各構成が示され、これ
らの図において、１０はカバー、２０は基台、３０はノーマルクローズ端子、４０はコモ
ン端子、５０はスイッチ端子、６０は筒状アース金具である。
【００２７】
カバー１０と基台２０は、それぞれＰＰＳなどの絶縁性の合成樹脂で成形されたもので、
基台２０とカバー１０を上下に重ねて絶縁ハウジング９を構成している。
【００２８】
カバー１０は、底面側に開口するスイッチ収容室１１がその内方の中心軸に沿って凹設さ
れた円筒状に形成され、図６に示すように、円筒状部１１ａの外周面中間には、空気室１
２となるリング状凹部１２ａが凹設され、下方には、前後方向（図１において左右方向）
に、コモン端子４０とノーマルクローズ端子３０を引き出す上部引き出し部１３、１４が
突設されている。
【００２９】
図５に示すように、リング状凹部１２ａは、その後方が横断面で直線状に形成され、スイ
ッチ収容室１１の後方で交差して連通するようになっている。リング状凹部１２ａの横断
面が直線状に形成されることによって、円筒状部１１ａと画された角柱部１１ｂには、ノ
ーマルクローズ端子３０を位置決め固定するノーマルクローズ端子取付溝２７が上下方向
に凹設され、その前面側は、リング状凹部１２ａを介してスイッチ収容室１１に開口して
いる。スイッチ収容室１１の内頂面には、カバー１０の平面側に貫通する挿通孔１５が穿
設され、スイッチ端子５０の後述する受圧突起５１を挿通させるようにしている。
【００３０】
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と、導電キャップの上面に一体に突設され、挿通孔に挿通する受圧突起とを有するスイッ
チ端子と、コモン端子内に収容され、スイッチ端子を上方に付勢する弾性部材と、細長の
導電性板バネ片で形成され、コモン端子と絶縁するように、基端側が絶縁ハウジングに片
持ち支持され、自由端側のブレーク接点が導電キャップの移動経路に臨むノーマルクロー
ズ端子とを備え、導電キャップの側面にブレーク接点が弾性接触し、ノーマルクローズ端
子と電気接続するコモン端子は、同軸コネクタが接続されると、受圧突起が同軸コネクタ
の外部端子により押し下げられるとともに、導電キャップが下方に後退してブレーク接点
との接触が断たれ、ノーマルクローズ端子から外部端子へ電気接続が切り換えられるスイ
ッチ付きコネクタであって、

同軸コネクタの外部端子周囲に配置された

同軸コネクタ

小さい



　基台２０は、カバー１０の下方と同一の輪郭形状に形成され、カバー１０の底面側に重
ねることによって、スイッチ収容室１１の開口する底面側を施蓋するようになっている。
基台２０の中央には、弾性部材であるコイルスプリング５５の基端を位置決め支持する円
柱状の支持突起２１が立設されている。支持突起２１は、斜め前方に傾斜するように立設
されているので、コイルスプリング５５は、基部がこの支持突起２１に巻装されることに
よって、スイッチ収容室 内で斜め前方に傾斜して支持される。
【００３１】
　基台２０の前後方向にも、上部引き出し部１３、１４と同一の輪郭形状の下部引き出し
部２２、２３が突設され、前方の上部引き出し部１３と下部引き出し部２２の対向面に凹
溝を凹設することよって、スイッチ収容室１１に連続するコモン端子取り付け溝２８が、
絶縁ハウジング９の前方の底面側まで連続し、後方の上部引き出し部１４と下部引き出し
部２３の対向面に凹溝を凹設することよって、 の角柱部１１ｂに凹設されたノ
ーマルクローズ端子取付溝２７が、絶縁ハウジング９の後方の底面側まで連続する。
【００３２】
ノーマルクローズ端子取付溝２７に収容されるノーマルクローズ端子３０は、図６に示す
ように、隣青銅など導電性と弾性にすぐれた金属薄板を細長帯状に打ち抜いた後、その中
間で直角に折り曲げて、起立部３１と水平なノーマルクローズ端子脚部３４が形成された
ものである。起立部３１は、下方の固定支持部３２と、固定支持部３２の上方で斜め前方
に折り曲げられた可動部３３で構成され、固定支持部３２の両側に突設された係止突起３
２ａ、３２ａを角柱部１１ｂ内のノーマルクローズ端子取付溝２７内壁面に圧接させて、
その上方の可動部３３を片持ち支持し、リング状凹部１２ａ内で可動自在としている。可
動部３３の先端は、ブレーク接点３３ａとなり、ノーマルクローズ端子３０に外力を加え
ない自由状態で、リング状凹部１２ａからスイッチ収容室１１内に臨むようになっている
。
【００３３】
ノーマルクローズ端子脚部３４は、上部引き出し部１４と下部引き出し部２３間のノーマ
ルクローズ端子取付溝２７内に収容され、その端部は、図１、図２に示すように、クラン
ク状に絶縁ハウジング９の底面と平行に後方に折り曲げられて、対向する位置に印刷され
たプリント配線基板のスイッチパターン（図示せず）に半田接続される。
【００３４】
図６に示すように、コモン端子４０も、隣青銅などの金属薄板を打ち抜いて折り曲げ形成
したもので、円筒状に起立するコモン接触部４１とコモン接触部４１の下端から前方に水
平に連設された細長帯状のコモン端子脚部４２からなっている。コモン接触部４１は、円
柱状のスイッチ収容室１１に内接する外径で円筒状に形成され、その後方側には、矩形状
の逃げ凹部４１ａが上方から切り欠かれている。この逃げ凹部４１ａは、ノーマルクロー
ズ端子３０の可動部３３より幅広に形成され、可動部３３をコモン接触部４１と干渉せず
に撓ませるようにしたもので、ノーマルクローズ端子３０がいずれの動作状態であっても
、コモン端子４０とは接触しないようになっている。
【００３５】
コモン端子脚部４２は、前方の上部引き出し部１３と下部引き出し部２２間のコモン端子
取り付け溝２８内に収容され、その端部は、図１、図２に示すように、クランク状に絶縁
ハウジング９の底面と平行に前方に折り曲げられて、対向する位置に印刷されたプリント
配線基板のコモンパターン（図示せず）に半田接続される。
【００３６】
スイッチ端子５０は、図６に示すように、黄銅などの導電性材料を用いて、導電キャップ
５２と導電キャップ５２の上面の円柱状の受圧突起５１を一体に成形したものである。導
電キャップ５２は、コイルスプリング５５の上部に冠着され、コモン接触部４１内を上下
に摺動するもので、コイルスプリング５５の巻径よりやや大きい内径とコモン接触部４１
の内径より僅かに小さい外径で、上面が覆われた円筒状に形成されている。
【００３７】

10

20

30

40

50

(6) JP 3859907 B2 2006.12.20

１１

カバー１０



筒状アース金具６０は、導電性の亜鉛合金を鋳造したもので、円筒状のアース接触部６１
と、アース接触部６１の下方で左右二股に分岐されたアース脚部６２とからなっている。
アース接触部６１は、カバー１０の円筒状部１１ａの外周面を覆うもので、これによって
リンク状凹部１２ａの外側面はアース接触部６１によって覆われ、外部と遮断されたリン
グ状の空気室１２が形成される。
【００３８】
二股のアース脚部６２は、その間に積層したカバー１０と基台２０を挟持して一体化する
もので、上部引き出し部１３、１４と下部引き出し部２２、２３を含む絶縁ハウジング９
の全体を覆うものである。二股のアース脚部６２の両側端部は、収容した基台２０の底面
と平行に水平に折り曲げられ、対向する位置に印刷されたプリント配線基板の接地パター
ン（図示せず）に半田接続される。
【００３９】
スイッチ付きコネクタ１の組み立ては、図６に示す各部品を上方から下方に示す部品の順
に組み立てる。尚、本実施の形態では、説明の便宜上、各部品を下方から上方に取り付け
る組立方法で説明するが、作業性を考慮し上下逆置きにして上方から各部品を組み立てる
ものであってもよい。
【００４０】
始めに筒状アース金具６０のアース接触部６１内に円筒状部１１ａを挿入し、二股のアー
ス脚部６２の間に上部引き出し部１３、１４を圧入して、筒状アース金具６０へカバー１
０を取り付ける。
【００４１】
続いて、このカバー１０へノーマルクローズ端子３０を下方から取り付ける。すなわち、
角柱部１１ｂ内のノーマルクローズ端子取付溝２７内へノーマルクローズ端子３０の起立
部３１を下方から圧入し、係止突起３２ａ、３２ａをノーマルクローズ端子取付溝２７の
内壁面に圧接させて固定支持部３２を固定する。この固定によって、可動部３３は、片持
ち支持され、その先端のブレーク接点３３ａは、リング状凹部１２ａからスイッチ収容室
１１内に臨む。このとき、ノーマルクローズ端子脚部３４は、上部引き出し部１４に凹設
されたノーマルクローズ端子取付溝２７内に配置される。
【００４２】
次いで、コモン端子４０のコモン端子脚部４２が上部引き出し部１３のコモン端子取り付
け溝２８内に配置されるように、コモン接触部４１をスイッチ収容室１１内に下方から圧
入する。
【００４３】
この姿勢でコモン端子４０をカバー１０へ取り付けると、後方の逃げ凹部４１ａが、ノー
マルクローズ端子３０の可動部３３の突出位置に一致し、ノーマルクローズ端子３０とコ
モン端子４０は、互いに絶縁された状態でカバー１０内に仮止めされる。
【００４４】
その後、スイッチ端子５０をコモン接触部４１内に挿入し、支持突起２１にコイルスプリ
ング５５の基部を巻装させた基台２０を、筒状アース金具６０内に取り付ける。この取り
付けは、コイルスプリング５５の上端をスイッチ端子５０の導電キャップ５２内に挿入し
、二股のアース脚部６２の間に下部引き出し部２２、２３を圧入して行う。
【００４５】
基台２０の取り付けにより、筒状アース金具６０とカバー１０及び基台２０が一体化され
、スイッチ付きコネクタ１の組み立てが完了する。
【００４６】
　図１には、組み立てられた状態のスイッチ付きコネクタ１が示され、同図のように、ス
イッチ端子５０の受圧突起５１は、基台２０との間で圧縮されたコイルスプリング５５に
よって、絶縁ハウジング９の挿通孔１５を挿通してその先端が上方に突出する。また、ス
イッチ端子５０の導電キャップ５２は、コイルスプリング５５で上方に付勢されながら、
コモン接触部４１内に上下動自在に収容されるが、コイルスプリング５５は、スイッチ収
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容室 内で斜め前方に傾斜して支持されているので、導電キャップ５２も、前方に傾斜
した状態でコモン接触部４１内に収容される。従って、導電キャップ５２の側面は上下に
移動する際にコモン接触部４１の内面に摺動接触し、常時コモン接触部４１に電気接続し
ている。
【００４７】
また、ノーマルクローズ端子３０先端のブレーク接点３３ａは、スイッチ収容室１１内に
臨むように片持ち支持されているので、導電キャップ５２がコモン接触部４１内で上下動
すると、その側面に当接して摺動接触する。
【００４８】
ノーマルクローズ端子脚部３４とコモン端子脚部４２とは、カバー１０と基台２０とが積
層する状態で一体化されるので、上部引き出し部１３、１４と下部引き出し部２２、２３
間に挟まれて、それぞれノーマルクローズ端子取付溝２７及びコモン端子取り付け溝２８
内に位置決めされる。
【００４９】
本実施の形態に係るスイッチ付きコネクタ１は、例えば携帯電話に用いられるものであり
、その内蔵されたプリント配線基板上に実装されるもので、ノーマルクローズ端子脚部３
４は、携帯電話内のプリント配線基板のパターンを介して携帯電話に内蔵されたアンテナ
に、コモン端子脚部４２は、プリント配線基板のパターンを介して携帯電話の送受信回路
に、アース脚部６２は、プリント配線基板のアースパターンに電気接続される。
【００５０】
次に、このように構成されたスイッチ付きコネクタ１に相手側コネクタである同軸コネク
タ７０を接続する際の作用を、図１と図２で説明する。図１は、同軸コネクタ７０の接続
前（常時）の状態を、図２は、同軸コネクタ７０を接続した状態を、それぞれ示す縦断面
図である。同軸コネクタ７０の外部端子である信号端子７１には、例えば、同軸ケーブル
８０を介してオプションの車載用アンテナを接続させるものとする。
【００５１】
同軸コネクタ７０を接続する前（常時）の図１の状態では、スイッチ端子５０はコイルス
プリング５５により上方に付勢され、受圧突起５１が挿通孔１５より上方に突出するとと
もに、コモン接触部４１の上方の位置にある導電キャップ５２の側面にノーマルクローズ
端子３０のブレーク接点３３ａが弾性接触する。従って、スイッチ端子５０を介してノー
マルクローズ端子３０とコモン端子４０間が電気接続し、携帯電話の送受信回路は内蔵ア
ンテナが接続する。
【００５２】
同軸コネクタ７０を、このスイッチ付きコネクタ１に接続させようとすると、始めに信号
端子７１が受圧突起５１に当接し、受圧突起５１をコイルスプリング５５に抗して押し下
げる。また、受圧突起５１が下降すると、一体の導電キャップ５２もコモン接触部４１の
下方に下降し、ブレーク接点３３ａとの接触が断たれる。
【００５３】
更に、信号端子７１により受圧突起５１を押し下げると、信号端子７１周囲の外部導体で
ある接地端子７２は、アース接触部６１の外側に嵌合し、弾性接触する。
【００５４】
図２に示すように、同軸コネクタ７０がスイッチ付きコネクタ１に完全に接続された状態
では、導電キャップ５２とブレーク接点３３ａとの接触が断たれるので、コモン端子とノ
ーマルクローズ端子３０の接続遮断される。一方、信号端子７１と受圧突起５１が当接す
ることによって、コモン端子４０は、スイッチ端子５０を介して同軸コネクタ７０の信号
端子７１側に接続が切り換えられ、また、その周囲で接地端子７２がアース接触部６１に
接続する。従って、図１の状態で内蔵アンテナと接続する携帯電話の送受信回路は、図２
のように同軸コネクタ７０が接続されると、車載用アンテナ側にその接続が切り換えられ
る。
【００５５】
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同軸コネクタ７０を抜き去ると、コイルスプリング５５の弾性によってスイッチ端子５０
は、図１に示す位置に復帰し、導電キャップ５２は再びブレーク接点３３ａと弾性接触し
、コモン端子とノーマルクローズ端子３０が接続する。
【００５６】
このように、同軸コネクタ７０をスイッチ付きコネクタ１へ挿抜する毎にスイッチ端子５
０はコモン接触部４１内で上下するが、スイッチ収容室１１を外部と連通させる挿通孔１
５には、常に受圧突起５１が挿通されているので、挿通孔１５からスイッチ収容室１１内
に塵埃が侵入することがない。
【００５７】
また、ノーマルクローズ端子３０のブレーク接点３３ａは、スイッチ端子５０の上下動に
伴って導電キャップ５２の側面を摺動するので、ブレーク接点３３ａとの間に塵埃などの
絶縁物が入り込んでも、セルフクリーニングされる。
【００５８】
これらの作用によって、図１の状態でノーマルクローズ端子３０は、スイッチ端子５０に
確実に接触し、コモン端子４０との接続不良が生じることがない。
【００５９】
本実施の形態においては、同軸コネクタ７０と接続した図２に示す状態において、インピ
ーダンスをマッチングさせるため、コモン接触部４１とその周囲のアース接触部６１によ
る同軸線路が、同軸ケーブル８０の特性インピーダンス（例えば５０Ω）と等しい特性イ
ンピーダンスとなるように、両者４１、６１の外径と内径を定めている。
【００６０】
一般に、中心導体であるコモン接触部４１の外径をｄ、外部導体であるアース接触部６１
の内径をＤ、中心導体と外部導体の間の絶縁物の比誘電率εｒ 、（ただし、絶縁物の誘電
率をε、空気の誘電率をε０ として比誘電率εｒ ＝ε／ε０ ）とすると、スイッチ付きコ
ネクタ１の特性インピーダンスＺ０ は、近似して
【００６１】
【数１】
　
　
　
　
【００６２】
で表すことができる。
【００６３】
このことから、特性インピーダンスＺ０ を一定値（５０Ω）とする条件下では、コモン接
触部４１の外径ｄを小さくすればするほど、アース接触部６１の内径Ｄを小さくすること
ができるものであり、コモン接触部４１の外径ｄによってアース接触部６１の内径Ｄを定
めている。
【００６４】
本実施の形態に係るスイッチ付きコネクタ１によれば、コモン接触部４１は、その内部に
コイルスプリング５５に付勢されるスイッチ端子５０を収容するだけなので、その外径ｄ
を小さくすることができ、その結果アース接触部６１の内径Ｄも小さくすることができる
。
【００６５】
　これに加えて、コモン接触部４１の周囲には、アース接触部６１との間にリング状の空
気室１２が形成され、中心導体と外部導体の間は、絶縁ハウジング９の誘電率εより誘電
率の 空気の誘電率ε０ が介在することとなる。従って、中心導体と外部導体の間の
比誘電率εｒ は、絶縁ハウジング９で満たされる場合に比べて小さくなり、上記（１）式
から同じコモン接触部４１の外径ｄであれば、更にアース接触部６１の内径Ｄを小さくす
ることができ、その結果、スイッチ付きコネクタ１全体を小型化することができる。
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【００６６】
更に、この実施の形態では、ノーマルクローズ端子３０の可動部３１を、空気室１２の一
部で撓ませる構造としたので、可動部３１が撓むための空間を別に設ける必要がない。
【００６７】
上述の実施の形態では、コモン端子４０のコモン接触部４１を円筒形としたが、スイッチ
端子５０の導電キャップ５２を上下動自在に収容できるものであれば、筒状であれば、角
筒状など他の形状であってもよい。
【００６８】
また、導電キャップ５２も円筒として、コイルスプリング５５の上部を収容したが、スイ
ッチ端子５０を上方に付勢できれば、必ずしも導電キャップ５２内に収容させる必要はな
い。更に、スイッチ端子５０を上方に付勢するものであれば、コイルスプリングに代えて
板バネなどを用いてもよい。
【００６９】
また、ノーマルクローズ端子３０のブレーク接点３３ａは、図２の状態（自由状態）にお
いて、コモン接触部４１の上方で静止し下降する導電キャップ５２と接触しないように可
動部３１の折り曲げ角度を調整しているが、自由状態において、可動部３１のいずれかの
部分を絶縁ハウジング９に弾性接触させて、ブレーク接点３３ａがコモン接触部４１の上
方で位置決めされるようにしてもよい。
【００７０】
また、上述の実施の形態では、可動部３１を空気室１２内で可動させているが、小型化の
要請がなければ、必ずしも空気室１２を設ける必要はなく、また、可動部３１を空気室１
２内で撓ませなくてもよい。
【００７１】
更に、上述の実施の形態においては、携帯電話などに取り付けられ、高周波信号の切り換
えに用いられるスイッチ付きコネクタ１について説明したが、これに限らずイヤホーンジ
ャックやピンジャック等通常の電源若しくは電気信号の切り換えに使用されるスイッチ付
きコネクタにも適用できる。
【００７２】
また、上述の実施の形態においては、プリント配線基板に対して直交する方向で同軸コネ
クタ７０と接離するスイッチ付きコネクタ１について説明したが、プリント配線基板と平
行に移動する同軸コネクタと接続するスイッチ付きコネクタにも本発明を適用することが
できる。
【００７３】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、挿通孔に受圧突起が常に貫通しているので、挿通
孔から塵埃がスイッチ収容室に侵入することがなく、また、導電キャップの側面にブレー
ク接点が摺動接触するので、セルフクリーニング作用によって、その間に塵埃が入り込ん
でも取り除かれる。従って、ノーマルクローズ端子は、スイッチ端子を介してコモン端子
に確実に電気接続する。
【００７４】
　更に、請求項２の発明によれば、これに加えて、筒状のコモン端子と筒状アース金具の
間に、絶縁ハウジングの誘電率より 誘電率の空気による空気室を形成したので、筒
状アース金具の内径を小さくし、スイッチ付きコネクタの小型化が可能となる。
【００７５】
更に、請求項３の発明によれば、請求項２の発明に加えて、空気室の空間を利用してノー
マルクローズ端子の可動部を撓ませるので、可動部を撓ませるための空間を絶縁ハウジン
グに別に設ける必要がない。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の一実施形態に係るスイッチ付きコネクタ１と相手側コネクタ（同軸コ
ネクタ）７０との接続前（常時）の状態を示す縦断面図である。
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【図２】同軸コネクタ７０が接続された状態を示すスイッチ付きコネクタ１の縦断面図で
ある。
【図３】スイッチ付きコネクタ１の正面図である。
【図４】スイッチ付きコネクタ１の平面図である。
【図５】スイッチ付きコネクタ１の横断面図である。
【図６】スイッチ付きコネクタ１の分解斜視図である。
【図７】従来のスイッチ付きコネクタ１００の横断面図である。
【図８】従来のスイッチ付きコネクタ１００に相手側コネクタ１２０を接続した状態を示
す縦断面図である。
【符号の説明】
１　　　スイッチ付きコネクタ
９　　　絶縁ハウジング
１５　　挿通孔
１１　　スイッチ収容室
１２　　空気室
３０　　ノーマルクローズ端子
３１　　可動部
３３ａ　ブレーク接点
４０　　コモン端子
５０　　スイッチ端子
５１　　受圧突起
５２　　導電キャップ
５５　　弾性部材（コイルスプリング）
６０　　筒状アース金具
７０　　相手側コネクタ（同軸コネクタ）
７１　　外部端子（信号端子）
７２　　外部導体（接地端子）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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